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研究成果の概要（和文）：学習資源の流通・再利用に寄与するため、国内外の学習コンテンツの

情報を収集するシステム、および検索システムを構築した。本システムは、国際標準の学習オ

ブジェクト・メタデータをベースに、ライセンスや品質保証を記述できるように拡張したメタ

データを利用する。利用可能コンテンツ数の増加に伴い、対象者や利用場面ごとに異なる検索

対象レコードや検索インタフェースが必要となる。そこで、目的に応じた複数の検索システム

を効率的に開発できる汎用的な検索エンジンを開発した。 
 
研究成果の概要（英文）：To promote the sharing and reuse of open educational resources, 
a system for collecting metadata and using it for retrieval has been developed. The system 
uses metadata extended to describe more information such as rights and quality assurance. 
With the increase of metadata, search applications adapted to users or usage scenes are 
needed. To develop a number of such application systems efficiently, a generalized search 
module for learning object metadata was developed. 
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１．研究開始当初の背景 
 
e ラーニングに代表されるように、インター
ネットを活用した教育・学習活動が一般化し
てきている。インターネットで学習を行った
り、教育に関する情報を得るためには、まず

教材や情報の所在を探す作業が必要である。
これらの情報の検索には、一般的なサーチエ
ンジンを用いることができる。しかし、教育
とは関係のない情報も多く含まれる事から
適切な検索結果が得られないことがある。ま
た、各コンテンツが体系化されておらず、「C



言語の e ラーニングコースを受講したい」、
「制御システムを教えている大学を知りた
い」といった場合、適切な検索結果を得るこ
とが困難である。そこで、インターネット上
で提供されている学習情報を体系化して、情
報提供するシステムが開発されている。代表
的なサイトとして、高等教育を主な対象とし
た NIME-glad(独立行政法人メディア教育開
発センター；現在、放送大学 ICT 活用・遠隔
教育センター)や、初等・中等教育を対象と
した NICER(国立教育政策研究所)があげられ
る。NIME-glad では、教育コンテンツに LOM
を付与し、検索に利用する。LOM とは、
Learning Object Metadata の頭字語で、主に
検索のために学習コンテンツに付与するメ
タデータである。LOM は IEEE において標準化
されているが、メディア教育開発センターで
は、それを改変した NIME LOM を用いている。
研究を計画した 2006 年 7 月の時点で、eラー
ニングコース 1,994 件、シラバス 103,365 件、
公開講座 133 件、学習素材 15,909 件、OCW265
件、FD及びID306件にLOMが付与されている。 
本研究では、NIME-glad をベースとして、学
習コンテンツの共有・再利用をさらに推進す
ることを目指した。 
 
 
２．研究の目的 
 
世界中の教育コンテンツを幅広く扱い、学習
コンテンツの共有・再利用を推進するために
重要な点は、教育コンテンツの収集システム
の確立と検索システムの高度化である。教育
コンテンツの収集を 1つの機関が集中して行
うことは、人的リソースや、情報更新への対
応の点から、現実的ではない。外部機関やコ
ミュニティとの協力や自動収集手法の確立
が必要である。また、検索可能コンテンツ数
の増加に伴い、一般的には情報到達性が低下
する。検索対象者や利用場面に応じた検索シ
ステムが必要となる。そこで、これらの機能
を研究開発することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 学習コンテンツの収集方法の確立 
質の高いメタデータを効率的に収集する方
法を確立する。収集だけではなく、外部へコ
ンテンツ(メタデータ)を発信することにより、
学習コンテンツの共有・再利用に資すること
ができる。自動化の研究のほか、外部機関と
の協力や標準化への対応、コミュニティの構
築を行う。 
 
(2) 効率的な検索システムの構築 
収集したメタデータを効率的に検索できる

システムを開発する。検索手法の工夫による
精度向上のほか、ユーザコンテクストに応じ
た検索システムの提供が有効であると考え
られ、これらを実現するための研究開発を行
う。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の主要な成果は、メタデータ流通シス
テムの確立、検索システム GLOSS の開発、お
よび汎用的なメタデータ検索ミドルウェア
の開発である。それぞれについて詳細を述べ
る。 
 
(1) メタデータの再設計と収集システムの
確立 
NIME-glad のメタデータ形式は、IEEE の
LOM(IEEE 1484.12.1 - 2002 Standard for 
Learning Object Metadata)をベースにした
独自の LOM(NIME LOM)である。2009 年 1 月 25
日の時点で、日本語の LOM が 153,588 件、英
語の LOM が 12,907 件の、計 166,495 件が登
録されている。これらのメタデータは、セン
ターの職員が手作業で付与を行ってきた。詳
細な作業方法とチェック体制が設けられて
おり、メタデータ品質の統一を試みている。
しかし、1 つの機関で全てのメタデータの管
理・運用を行うことは、継続性に問題がある。
そこで、国内のコンテンツに関しては、コン
テンツを所有する機関がメタデータを付与
し、それを収集することにより検索サービ
ス・流通サービスを提供するアプローチを採
用した。海外のコンテンツに関しては、
OAI-PMH によるメタデータハーベスティング
を採用し、ハーベスタ(収集システム)とリポ
ジトリ(発信システム)の開発を行った。メタ
データの交換は、GLOBE(Global Learning 
Object Brokered Exchange)の枠組み内で行
っている。GLOBE は、高品質の学習オブジェ
クトを、地球規模で流通・共有再利用させる
目的で結成された国際コンソーシアムであ
る。国際的なメタデータ交換のために、標準
に準拠したメタデータを採用する必要があ
る。新しく設計したメタデータは、付与の負
担、および重要な項目を考慮し、IEEE LOM で
記述可能な項目のうちの一部のみを利用す
る。また、ライセンスや質保証の項目を記述
できるように、拡張を行った。ここで、メタ
データの実体は、XML 形式で保存しているの
ではなく、データベースに格納している。メ
タデータを流通させる時に、データベースか
ら必要項目のみを抽出し、XML 形式の LOM に
整形する。この際、拡張した項目は利用され
ないので、リポジトリ間での相互運用性が保
証される。以下に、再設計を行ったメタデー
タ項目を示す。 



表 1 メタデータ項目 

項目 IEEE LOM との対応 必
須

複
数

メ タ デ
ー タ の
ID 

3.1 Meta-Metadata - 
Identifier 

○  

タ イ ト
ル 

1.2 General - Title ○  

LO の言
語 

1.3 General - 
Language 

 ○

概要 1.4 General - 
Description 

  

キ ー ワ
ード 

1.5 General - Keyword  ○

内 容 の
ま と ま
り 

1.8 General - 
Aggregation Level 

○  

LO への
寄与者 

2.3 Life Cycle - 
Contribute 

 ○

メ タ デ
ー タ の
言語 

3.4 Meta-Metadata - 
Language 

○  

フ ァ イ
ル形式 

4.1 Technical - 
Format 

 ○

URL 4.3 Technical - 
Location 

○  

動 作 条
件 

4.4 Technical - 
Requirement 

  

教 育 分
野 

5.6 Educational - 
Context 

 ○

標 準 的
な 学 習
時間 

5.9 Educational - 
Typical Learning 
Time 

  

対 象 レ
ベル 

5.10 Educational - 
Description 

  

料金 6.1 Rights - Cost ○  

許 諾 範
囲 

6.3 Rights - 
Description 

  

専 門 分
野  (分
類 体 系 
/ 値) 

9.2.1 Classification 
- Taxon Path - Source 
/ 9.2.2.2 
Classification - 
Taxon Path - Taxon - 
Entry 

 ○

ラ イ セ
ンス  

(なし)  ○

品質  (なし)  ○

セット (なし)  ○

表 1 において、「必須」列が「○」となって
いる項目は必須項目、「複数」列が「○」と
なっている項目は複数の値を入力可能な項
目である。「ライセンス」には、採用されて
いるライセンス体系とその値のペアを入力
する。「品質」には、品質保証体系とその値
のペアを入力する。なお、表 1には、管理上
必要な項目は表示していない。 

 
(2) 検索システム GLOSS の開発 
グローバル学習オブジェクト検索システム
を新たに設計した。GLOSS は、教員向けの教
育用素材と学習者向けのコースウェアを検
索できる。論文等の研究寄りのコンテンツや
シラバス等は含まない、狭義の教育コンテン
ツである。想定対象者は、大学教員と生涯学
習者を含む大学生以上の学習者である。国内
のコンテンツの他、OAI-PMH により海外機関
から収集したメタデータも検索できる。また、
複数のページから構成される OCWのコースウ
ェアを、まとめて全文検索できる特徴がある。
また、GLOSS のユーザ履歴を解析し、コンテ
ンツ推薦機能を開発した。 
GLOSS は、検索対象のコンテンツによって、
従来の LOM 検索と、コンテンツそのものの全
文検索を使い分ける。JOCW(日本オープンコ
ースウェア・コンソーシアム)正会員の大学
が運用する OCWサイトから配信されているコ
ンテンツ(以下、「JOCW コンテンツ」)は全文
検索を行う。その他のコンテンツは LOM 検索
である。ただし、これらのコンテンツの検索
結果を区別して提示することはしない。各検
索結果のスニペットとして、JOCW コンテンツ
は検索キーワードを含む前後の文が、その他
のコンテンツは LOM の概要が表示される。 
JOCW コンテンツに関しては、学習者向けのコ
ースウェアという観点から、コース単位での
登録となっている。すなわち、GLOSS で検索
できるコンテンツに付与されるメタデータ
の粒度は、ページ単位ではなく、コース単位
である。全 10 回の講義であれば、10 回分を
まとめて 1つのメタデータを付与する。そこ
で、GLOSS では、1 つのコースに関する全て
のページをまとめて、1 つのコンテンツとし
て検索する。 
このため、以下の手順を確立した。 
① クローリングによるコンテンツ収集 
各大学の OCW サイトをクローリングし、コン
テンツを収集する。OCW サイトのトップペー
ジ以下全てのページを収集する。 
② コースに含まれるファイルの抽出 
メタデータには各コースウェアのトップペ
ージが登録されているが、収集したコンテン
ツの中から、コースに属するファイル、すな
わち各回の講義資料やシラバスのページを
抽出する。抽出対象となるファイルの種類は、
HTML・PDF・PowerPoint スライドなど、全文
検索に適したものである。 
③ 検索インデックスの作成 
抽出した複数のファイルからテキストを抽
出し、1 つにまとめて検索インデックスを作
成する。すなわち、JOCW コンテンツは、トッ
プページ以外に含まれる文字列も検索対象
となる。これにより、検索漏れが少なくなり、
再現率が上昇することが期待される。反対に



精度は下がる可能性があるが、文書集合が限
られたこの種の検索においては、再現率を重
視する方がよいと考えた。 
以上の手順において、同一コースに含まれる
ファイルの判定方法は、以下の通りである。 
【URL の規則による判定】 
各 OCW サイトの調査を行い、URL の規則を求
めた。JOCW 加盟大学の 16 大学のサイトを調
査し、15 大学について URL の規則を求めるこ
と が で き た 。 同 一 の コ ー ス が 共 通 の
QUERY_STRING をもつサイト、共通のディレク
トリに格納されるサイト、またはその組み合
わせである。ただし、一部例外ルールを追加
した。 
【リンク情報による判定】 
URL の規則による判定を補完するため、リン
ク情報を利用する。各コースウェアのトップ
ページからリンクをたどり、それぞれのペー
ジについて、URL の規則による判定を実施す
る。同一コースと判定されれば、そこからさ
らにリンクをたどる。このように、同一コー
スと判定されなくなるまで再帰的に判定を
行う。 
図 1 に GLOSS のスクリーンショットを示す。 

 
図 1 GLOSS の検索結果画面 

 
このほか、GLOSS は、外部機関のリポジトリ
を検索できる Federated Search クライアン
ト機能、および外部機関へ検索結果を提供す
る Federated Search サーバ機能を提供して
いる。 
 
(3) メタデータ検索ミドルウェアの開発 
メタデータを効率よく検索するためには、対
象者に合わせて、検索対象レコードや検索イ
ンタフェースを提供することが必要である。
このとき、様々な検索システムを用意しなけ
ればならない。それぞれのシステムでは、類
似した処理を行うため、検索システムごとに
システム開発を行うのは非効率である。そこ
で、共通の処理を行う部分を検索エンジンと
してまとめ、各検索システムでは、検索エン

ジンを利用することにより、効率的にシステ
ム開発を行えるようにした。本検索エンジン
は、Movable Type のプラグインとして実装し
た。本プラグインは、学習オブジェクトのメ
タデータを検索する CGI、検索 CGI を起動す
るフォームをウェブサイトやブログに表示
するテンプレートタグ、検索結果を表示する
テンプレートタグ、および検索 CGI に検索ア
プリケーションを追加する機能などを提供
する。これらの機能を利用することにより、
目的・利用者に応じた様々なアプリケーショ
ンを展開することができる。 
本プラグインを利用したアプリケーション
の一つとして、JOCW コンテンツ横断検索シス
テムを開発した。本システムの検索対象は、
JOCWに加盟する大学のOCWサイトで提供され
ているコースである。各大学から収集したメ
タデータを、データベースへ登録する際、大
学ごとに異なるタグのほか、JOCW を表すタグ
を付与している。タグは、メタデータ項目の
「セット」を利用する。具体的には、
「institution:society:jocw」というセット
を付与する。すなわち、本検索システムは、
「セット」が、「institution:society:jocw」
であるメタデータを対象とした検索システ
ムである。この情報は、プラグインの設定フ
ァイルに記載される。 

 
図 2 本システムの詳細検索フォーム 

 
図 2は、本検索システムの検索オプションで
ある。メタデータ項目のすべてを指定可能に
もできるが、多くの検索オプションが表示さ
れると煩雑になる。そこで、このように、利
用する検索オプションを検索アプリケーシ
ョンごとに変えることができる。本検索シス
テムでは、クリエイティブ・コモンズ・ライ
センスを指定した検索が可能である。ライセ
ンスに関する情報は、メタデータ項目の「ラ
イセンス」である。「ライセンス」は、ライ
センス体系とその値で格納される。ライセン
ス体系にはクリエイティブ・コモンズ・ライ
センスを表す文字列が、その値には、たとえ
ば「表示-非営利-改変禁止」を表す文字列が
格納される。本検索システムの検索オプショ
ンでは、「改変可」および「商用利用可」の
チェックボックスを設けている。たとえば、
「改変可」のコースは、「表示」や「表示-継



承」など、複数の値が該当する。このため、
検索オプションで指定された値を、具体的な
検索式へ展開する必要がある。このような場
合にフックメソッドが利用できる。フックメ
ソッドは、パラメータとして渡された検索オ
プションから検索式を組み立てる前後、およ
びフォームコントロールへ検索オプション
の値を設定する前後に実行される。本システ
ムでは、MIME media type ではなく、「PDF」
や「画像」としてメディアの種類を指定する
ため、および「改変可」と「商用利用可」の
オプションからクリエイティブ・コモンズ・
ライセンスが付与されたコースを指定する
ために、フックメソッドを利用し、検索式の
書き換えなどを行っている。 
図 3 に JOCW コンテンツ横断検索システムの
スクリーンショットを示す。 
 

 
図 3 本システムの検索結果画面 

 
(4) まとめと今後の展望 
本研究では、学習コンテンツの共有・再利用
を推進することを目的とし、メタデータの流
通システムの確立、および検索手法の研究開
発を行った。メタデータは、IEEE LOM をベー
スに新規設計した。持続可能な運用を行うた
め、国内のコンテンツは、コンテンツを所有
する機関がメタデータを付与し、それを収集
する方式を確立した。海外のコンテンツは、
GLOBE の枠組みの中で OAI-PMH によるメタデ
ータ交換を行うためのシステムを開発した。
メタデータを利用した検索システムとして
GLOSS の開発を行った。GLOSS は、国内で収
集したメタデータのほか、海外から収集した
メタデータも検索できる。GLOSS は、複数の
ページから構成される OCWのコースウェアを、
1 つのコースとして全文検索できる特徴を持
ち、このための、同一コースの判定手法を構
築した。メタデータ増加に伴う情報到達性の
低下に対応するため、ユーザコンテクストに
応じた検索システムの提供が必要である。こ

のとき、複数の検索システムを効率的に構築
するための、メタデータ検索ミドルウェアを
開発した。本ミドルウェアは、JOCW コンテン
ツ横断検索システムなどに活用している。 
本研究により学習コンテンツの共有・再利用
に関するシステムの整備を行うことができ
た。開発した検索システムは、それぞれの目
的に活用されている。コミュニティによるメ
タデータ付与を継続する必要があることか
ら、コミュニティの拡大が望まれる。このた
めには、コミュニティに応じた検索システム
が重要な役割を果たすと考えられるため、今
後はこれらに関する取り組みを進める予定
である。 
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